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2018年 11月に原子炉設置変更許可を受けた JRR-3の新規制基準の対応のうち、耐震設計及び津波評価に

ついて発表する。 
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1.緒言 

平成 25年 11月に新たに制定された試験研究炉の新規制基準を受け、JRR-3 においても既存の施設に対す

るバックフィットとして新規制基準に適合するために耐震設計の見直し及び津波評価を実施した。 

2.耐震設計の見直し 

 新規制基準対応として、最新の知見に基づく基準

地震動 Ssを策定するため、敷地ごとに震源を特定し

て策定する地震動及び震源を特定せず策定する地震

動の見直しを行った。敷地ごとに震源を特定して策

定する地震動については、2011年東北地方太平洋沖

地震以降の地震活動や敷地周辺の活断層評価結果、

地震調査研究推進本部等の地震想定を踏まえて検討

用地震の選定を行い、地震動想定の不確かさを考慮

した地震動評価を実施した。また、震源を特定せず策定する地震動については、震源を予め特定できない

地震に関する既往の知見である加藤ほか（2004）による応答スペクトルの他、この応答スペクトルを超過

する震源と断層を関連付けることが困難な過去の内陸地殻内地震のうち2004年北海道留萌支庁南部地震を

考慮した地震動評価を実施した。これらの地震動評価結果を踏まえて基準地震動 Ss を見直した結果、5波

策定した。 

 また、新規制基準以前の JRR-3 における耐震重要度分類は、発電炉の指針を参考に分類されているため、

試験炉の許可基準規則及びその解釈を参考に耐震重要度分類を行った。 

3.津波評価 

 JRR-3 原子炉施設は、標高約 19m の台地（海岸から約 700m）に設置されているため、立地的特徴を踏ま

え、施設への津波の到達可能性を検討した。津波評価は、文献調査及び敷地周辺の活断層調査等の結果に

より、敷地に与える影響が最も大きい波源として茨城県沖から房総沖に想定する津波波源を選定した。津

波評価の結果、JRR-3原子炉建家には津波による影響はなく、立地上の余裕を確認した。確認された立地上

の余裕に対し、潮位のばらつき、高潮の影響等のさらなる影響検討を行い施設への津波の到達可能性も検

討し、津波による施設への影響はないことを確認した。 

4.耐震設計の見直しを踏まえた今後の新規制基準対応 

 新たに策定した基準地震動 Ss による建家の上位クラス施設への影響評価を実施したところ、影響を及ぼ

す可能性が確認されたため、建家の耐震改修工事を行う予定である。 
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